
支部活動
サークル

私も加入しています
観劇会でお会いしましょう

あなたのお近くの県本部・支部名

（加入申込書に記入の上、お近くの支部又はお知り合いの組合員にお届けください）

政治の刷新で社会保障の充実を
若い人も高齢者も安心の
最低保障年金制度の創設を

いきいきと楽しい人生を
住んでよかった街づくり

人間らしく暮らせる
社会の実現めざして

全労連　議長　　小畑　雅子
　コロナ禍のもとで、年金者・国民のいのちと暮らしを守るため年
金・社会保障の充実をと、日々奮闘されている年金者組合の皆さん
に心からの敬意を表します。
　自公政権は、年金を切り下げ、後期高齢者の医療費の2倍化を強
行した上に、9条改憲、戦争する国づくりに狂奔しています。全労連
は、年金者とともに、誰でもが安心できる最低保障年金制度などを
要求に掲げ、とりくみを進めています。
　社会保障を充実させることは、現役労働者の要求そのものです。
市民と野党の共闘の前進で、生涯に渡って人間らしく暮らせる社会
の実現をめざし、ともに頑張りましょう。
　私も年金者組合の組合員として、強く大きな年金者組合をつくる
ために、ご一緒に奮闘します。

長生きしてよかった！
年金者組合の願いです

中央執行委員長　　杉澤　隆宣
　入院を拒否された10万人の感染者が相次ぎ自宅で死亡。コロ
ナ・ウイルス感染が制御不能の最中、菅義偉首相は国民を置き去り
にして政権を投げ出しました。自己責任と格差を広げたアベ・スガ
政治を終わりにしたいですね。これからは、人の命とくらしを大切に
地球環境の回復にとりくむ社会、政治をつくりましょう。
　年金者組合では「75歳以上の医療費窓口負担2倍化実施反対」
「加齢性難聴者の補聴器購入への助成要求」「年金を削減する国を
訴えた年金裁判」「誰でも月額８万円が受給できる最低保障年金制
度の創設」など「萎縮」せず運動をしています。
　年金者組合は47都道府県に１千の支部、11万人の組合員。
53%が女性です。「おしゃべり会」など趣味、サークルを運営してい
ます。年金・低年金や高齢就労問題のご相談も年金者組合にお寄
せください。

全日本年金者組合 加入申込書
年　　  月　　  日

お 名 前

年　　　月　　　日 生（　　 　　才）

年金者組合の趣旨に賛同し申し込みます

ご 住 所

TEL・FAX他

フ リ ガ ナ

生年月日

〒

組合費

紹 介 者

趣味･特技

配達･集金
担当者

年金者しんぶん
購読

（丸をつけて下さい）
する  ・  しない

組合費は年金の0.4％と年金者し
んぶん購読料100円を合わせた
額です、支部と相談してください

キリトリ

たのしくなくちゃ！が合言葉
「楽しくなくちゃ年金者組合じゃない」と
文化・レク・サークルで
いきいきと活動しています。

女性部の活動

カラオケ
折り紙
シャンソン
男声コーラス
絵手紙
ハイキングクラブ
健康体操
テニス
書道
女性卓球サークル
卓球サークル
俳句教室・寺子屋
ゴルフクラブ
歩こう会
古布あそびの会
手芸教室
うたごえサロン
童謡うたう会
英会話教室
畑のなかま
陶芸教室
朗読の会
フラワー・アレンジメント
ちぎり絵
囲碁将棋の会
輪おどり
コカリナ
舞踏の会
マージャン
レッツ・ダンス
太極拳
料理講習会
写真サークル
ボーリングサークル
パソコン教室
スマホ教室
　　　　　　など

ジェンダー平等の実現へ
組織全体で学び、改善して、
共に進むよう全力をあげます。
女性がいきいきと多様に
活動出来るように
とりくみます。

    前進座　俳優
　　　　　　　 さち  こ

小林　祥子さん

みんなの年金を守る
年金者組合です

働く仲間と高齢者のみなさまの
ご加入を心よりお願いします
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ち
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よ

年金者組合結成30周年の機会に、結成70周年のイタ
リア年金者組合をローマに訪問し交流しました。

〒170-0005 東京都豊島区南大塚1－60－20  天翔大塚駅前ビル
TEL 03-5978-2751　FAX 03-5978-2777
E-mail：honbu@nenkinsha-u.org全日本年金者組合 2021.9

前進座　俳優

藤川矢之輔さん



＊コロナ対策～新型コロナ感染症を最重点対策にして
・検査体制の強化、早期に治療薬とワクチンの国内生産
・病院の統廃合をやめ保健所の増設を

＊安心な暮らし、年金・医療・介護・福祉を
・年金引き下げを止め、際限のない年金引き下げの仕組
みである「マクロ経済スライド」の廃止
・65歳の年金支給開始年齢をこれ以上引き上げないこと
・年金は隔月支給でなく、国際標準の毎月支給に

・全額国庫負担による最低保障年金制度を早急に実現し、当面基礎年金の国庫負担分3.3万円を
すべての高齢者に支給すること
・年金積立金の株式運用を止め、年金保険料の軽減や年金給付の充実など加入者・受給者のため
に運用・充当すること
・社会保険料を引き下げること
・医療～75歳窓口負担2倍化は中止、
　難聴改善に国・自治体の助成制度を
・介護制度の改善と介護保険料の引き下げ
・「足」の確保に自治体の支援・助成策を

＊消費税増税はやめ、５％に引き下げよ！
　・大企業や富裕層には応分の負担を

私たちの主な要求

働いている方、現役労働者のみなさんへ
年金受給は「誰もがこれから通る道」です

　労働者は要求をたくさん持って
います。
　退職しても働く必要がある人が
いっぱい。「年金に関心がある方
は」どなたでも歓迎します。
　労働者6000万人、年金受給者
4000万人・高齢者3600万人の人
たちに呼びかけて政治を変えま
しょう。
　超高齢化時代を元気に過ごすた
め、年金者組合に加入して、文化と
社会保障の充実した国・街づくり
に、スクラムを組みましょう。

・非正規を正規雇用に
・全国一律最低賃金を1500円（時給）に
・生活を守り生活向上のために賃金アップを
・女性の低賃金の解消と差別の改善を

年金者組合32年の実績
　1989年8月30日の結成以来、高齢者と年金者の命綱の年
金にとりくんで32年。いろいろな要求を解決し、社会的な存在
に発展しています。
　組織は全国47都道府県にあり、自治体の半数以上の942ヵ
所に支部、11万人が結集しています。
　年金切り下げを止めさせるために年金裁判を全国で提訴し
て運動の前進の時代を迎えています。若い人も高齢者も孫・子
が安心できる最低保障年金のために第3次提言を発表して全
力を上げています。

解決してきた主な要求と運動の実績
・年金の３カ月支給を2カ月支給としました
・年金受給資格を25年から10年に短縮
・年金支給の際の「現況証明」の提出の廃止
・敬老無料パスの有料化に反対し、継続させた自治体も
・年金振替加算問題を相次いで解決
・白内障の保険適用を認めさせました
・地方議会で国への年金改善への意見書の採択ぞくぞく
・政令指定都市国保・年金主管部課長会議は国に対して、
年金の毎月支給の実施と国民年金の支給額の改善を要
望しています
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助け合い  お得な全労連共済に加入を
どこよりも安い火災共済、
外出時の保障に交通災害共済、
等級継承の自動車共済。
行事にはスポット保険。
介護用具の支援には
　たすけあい介護サービス。 年金相談はいつでもどうぞ

年金相談は年金者組合へ
（表面の連絡先に、お電話ください）

年金の専門家が相談にのり、
解決事例はたくさんあります。
高齢者の生活・労働相談も。

地域要求で県・市・町・村と交渉
多くの都道府県本部と支
部で「住みよい街づくり」を
めざし、アンケートなどで
要求をまとめ、自治体交渉
にとりくんでいます。 いつまでも仲間と共同墓
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安い費用で参
加できる共同
墓所づくりが
各地ですすん
でいます。


